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1  い ま 地 域 は  

不 幸 な こ と に 、 今 で は 「 格 差 社 会 」 と い う 言 葉 が 時 事 用

語 と し て す っ か り 定 着 し て し ま い ま し た 。 一 概 に 格 差 と 言

っ て も 様 々 で 、 個 人 レ ベ ル の 格 差 か ら 地 域 間 の 格 差 ま で 、

ジ ャ ン ル と し て も 経 済 格 差 か ら 教 育 ・ 文 化 、 福 祉 ・ 医 療 、

安 全 ・ 災 害 、 雇 用 ・ 労 働 に い た る ま で あ り と あ ら ゆ る カ テ

ゴ リ ー に わ た っ て 格 差 が 深 刻 化 し て い ま す 。 こ の 国 で は 、

「 豊 か さ 」 を 経 験 し て か ら の 「 格 差 社 会 」 の 出 現 だ け に 、

今 ま で の 政 策 や 手 法 で は な か な か 本 質 的 な 対 策 を 講 じ る の

は 難 し い も の と 思 わ れ ま す 。 こ う い う 主 題 に 対 し て 、 Ｎ Ｐ

Ｏ は 一 つ の ソ リ ュ ー シ ョ ン を 用 意 で き る か も し れ ま せ ん 。

そ れ は 、 前 二 回 に わ た っ て 述 べ て き た Ｎ Ｐ Ｏ の 持 つ 「 ソ ー

シ ャ ル キ ャ ピ タ ル 」機 能 の 故 で す 。連 載 最 終 回 の 本 号 で は 、

Ｎ Ｐ Ｏ に 期 待 さ れ る コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス へ の 可 能 性 に つ

い て お 話 し よ う と 思 い ま す 。  

と こ ろ で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス と は 、  

①  市 民 が 主 体 と な っ て 、  

②  地 域 が 抱 え る 課 題 を ビ ジ ネ ス の 手 法 に よ っ て 解 決 し 、 

③  コ ミ ュ ニ テ ィ の 再 生 を 通 じ て 、  

④  そ の 活 動 の 利 益 を 地 域 に 還 元 す る 事 業 、  

と 定 義 さ れ て い ま す （ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 「 コ ミ ュ ニ テ ィ

ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー 1 」 Ｈ Ｐ よ り 引 用 ）。  

2  コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス と は  

2 . 1  事 業 所 の 開 廃 業  

Ｎ Ｐ Ｏ が 非 営 利 活 動 組 織 で あ り な が ら 、 こ れ が 法 人 格 を

与 え ら れ る の は 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 に 対 し て ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 以

上 の 意 義 と 期 待 が 込 め ら れ て い る か ら で す 。  

と こ ろ で 、 わ が 国 の 法 人 事 業 者 数 を 『 2 0 0 5 年 中 小 企 業 白

書 』 で 見 る と 5 , 7 2 8 , 0 0 0 社 （ 2 0 0 4 年 6 月 現 在 ） あ り ま す 。
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こ れ に 加 え て 、新 た に 年 率 平 均 4 . 2 ％ の 2 6 万 事 業 所 が 創 業

し て い ま す （ 数 値 は 2 0 0 1 年 ～ 0 4 年 の 平 均 値 ） 。 し か し 、

こ の と こ ろ の 経 営 環 境 の 悪 化 に よ っ て 年 率 6 . 4 ％ 、 3 9 万 社

（ 数 値 は 同 上 ）が 廃 業 し て い ま す の で 、差 し 引 き 年 率 2 . 2 ％ 、

1 0 万 余 の 事 業 所 が 毎 年 消 え て い く こ と に な り ま す 。こ れ は 、

戦 後 に お い て は 初 め て 経 験 す る 大 き な 事 件 で す 。  

表  県 別 開 廃 業 率 （ 非 一 次 産 業 、 年 平 均 、 2 0 0 1 ～ 0 4 年 ）  

  開 業 率  廃 業 率  

青 森 県   3 . 7  5 . 9  

岩 手 県   4 . 2  5 . 8  

宮 城 県   4 . 5  6 . 5  

秋 田 県   3 . 6  5 . 8  

山 形 県   3 . 4  5 . 3  

福 島 県  3 . 7  5 . 8  

東 北 6 県 で は 上 表 の と お り で す 。 開 廃 業 率 差 は ほ ぼ 全 国

平 均 並 で す が 、 宮 城 ・ 岩 手 を 除 く 他 の 4 県 の 開 業 率 の 際 立

っ た 低 さ に は 注 意 が 必 要 で す 。 こ れ ら 地 域 の 創 業 活 力 の 乏

し さ 、 ま た は 新 陳 代 謝 の 悪 化 が 懸 念 さ れ る か ら で す 。  

こ の よ う に 、 わ が 国 の 経 済 活 動 は 、 景 気 動 向 と は 異 な る

も っ と 深 い と こ ろ で 相 当 に 停 滞 し て き て い る と 見 て 間 違 い

な さ そ う で す 。 こ う い う 状 況 を 過 去 の 手 法 で 回 復 す る の は

な か な か 難 し い の で す 。 単 に 循 環 的 な 好 況 と 不 況 の 波 と い

う の で あ れ ば よ い の で す が 、 状 況 が 歴 史 的 な 環 境 変 化 に 因

る も の で あ る ら し い か ら で す 。 こ う い う 状 況 下 で は Ｎ Ｐ Ｏ

な ど に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス に よ る リ ス ク ヘ ッ ジ 機 能

や ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル 機 能 が 有 効 だ と 思 わ れ ま す 。 つ ま

り 、 過 去 の 経 験 的 な 対 処 法 が 無 効 な 状 況 下 で は と り あ え ず

非 営 利 的 な 活 動 に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス か ら 入 口 を 手

探 り し て い く 手 法 が 非 常 に 有 効 で は な い か と 思 わ れ ま す 。  

そ し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス に お い て Ｉ Ｃ Ｔ の 重 要 性

は 絶 大 で す 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス の 対 象 と す る マ ー ケ ッ

ト が 、 小 規 模 で 、 空 間 的 に も 時 間 的 に も 分 散 的 な 市 場 だ か

ら に 他 な り ま せ ん 。 ブ ロ ー ド バ ン ド 環 境 の 拡 大 と い う 時 代

背 景 は そ の 重 要 性 を 一 層 増 し て い く こ と で し ょ う 。 そ の 意
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味 か ら も 、国 が す す め る「 ブ ロ ー ド バ ン ド ゼ ロ 地 域 の 解 消 」

が 必 要 で あ り 、 期 待 さ れ る 所 以 で す 。  

2 . 2  農 業 と 農 村  

前 述 の 開 廃 事 業 所 統 計 の 話 は 非 一 次 産 業 の 話 で し た が 、

第 一 次 産 業 の 主 役 で あ る 農 業 で は ど う で し ょ う か 。  

1 9 7 5 年 に は 7 9 0 万 7 千 人 い た 農 業 就 業 人 口 は 2 0 0 4 年 に

は 3 6 2 万 2 千 人 と こ の 一 世 代 間 に 実 に 5 5 ％ の 激 減 を 記 録 し

ま し た 。 し か も 、 そ の 就 業 者 の 内 6 8 ％ は 6 0 歳 以 上 の 高 齢

者 で 占 め ら れ て い る の で す 。 実 に 不 思 議 な こ と に 、 こ の 間

高 齢 農 業 就 業 者 の 数 は 男 女 合 わ せ て 約 2 5 0 万 人 が コ ン ス タ

ン ト に 推 移 し て き ま し た 。 つ ま り 、 こ の 一 世 代 間 に わ た っ

て 、 た だ ひ た す ら 高 齢 者 比 率 だ け が 増 し て き た の で す 。 し

た が っ て 、 こ れ が 百 ％ に 達 し た と き 補 給 源 を 失 っ て 日 本 の

農 業 は 終 焉 を 迎 え る こ と に な る 理 屈 で す 。 過 去 の デ ー タ を

単 純 に 外 挿 し て 良 け れ ば 、 そ の 日 ま で あ と 残 り 3 0 年 で す 。 

1 9 9 9 年 、 1 9 6 1 年 成 立 の 「 農 業 基 本 法 」 に 替 わ っ て 、 「 食

料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 法 」 （ 平 成 1 1 年 7 月 1 6 日 法 律 第 1 0 6

号 ） 」 が 施 行 さ れ ま し た 。 今 年 2 0 0 7 年 は 、 新 基 本 法 に よ る

「 新 農 業 政 策 」 元 年 の 年 に 当 た り ま す 。 今 ま で の 様 々 な 規

制 が 緩 和 さ れ る 代 わ り に 補 助 金 な ど も 抑 制 的 に 配 分 さ れ ま

す し 、 農 業 就 業 者 に 代 わ っ て 認 定 農 業 者 制 度 が 本 格 的 に 導

入 さ れ ま す 。そ こ で は「 集 落 営 農 」が 推 奨 さ れ て い ま す が 、

こ の 政 策 環 境 下 で は 4 0 ％ を 占 め る 中 山 間 地 農 業 は 大 き な

困 難 に 遭 遇 す る こ と で し ょ う 。 政 府 は 「 集 落 」 よ り 「 営 農 」

に 力 点 を お い て い ま す が 、 中 山 間 地 で は 集 落 そ の も の が 崩

壊 し て い ま す か ら 、「 集 落 営 農 」も 成 り 立 た な い 道 理 で す 。  

こ う い う 環 境 下 ゆ え に こ そ 、 食 糧 自 給 率 の 改 善 、 耕 作 放

棄 地 と 農 業 景 観 の 回 復 、 少 子 ・ 高 齢 化 に よ る 過 疎 と 活 力 の

低 下 、コ ミ ュ ニ テ ィ の 崩 壊 、地 域 の 文 化 遺 産 の 保 全 と 記 録 、

等 々 、 こ こ に は コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス を 起 こ す 大 き な テ ー

マ と チ ャ ン ス が 伏 在 し て い る と 見 て よ さ そ う で す 。  

2 . 3  2 0 0 7 年 問 題  

こ う い う 時 代 環 境 の 中 で 今 年 は 2 0 0 7 年 。あ の 戦 後 の 第 一
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次 ベ ビ ー ブ ー ム に よ る 「 団 塊 の 世 代 」 が 還 暦 を 迎 え る 年 で

も あ り 、 そ の 退 職 後 の 去 就 が さ ま ざ ま に 取 り 沙 汰 さ れ て い

ま す が 、 そ れ を 総 称 し て 「 2 0 0 7 年 問 題 」 と 言 い ま す 。 人 生

8 0 年 時 代 で は 、 「 5 0 , 6 0 は 洟 垂 れ 小 僧 」 と 言 わ れ る ほ ど に

元 気 で す 。 そ の 元 気 さ で 、 さ ら に 定 年 を 延 長 し て 生 き る も

よ し 、第 二 の 人 生 を 社 会 に 還 元 し な が ら 生 き る も よ し で す 。 

4 7 都 道 府 県 の 農 政 担 当 部 局 に 尋 ね た 最 新 の デ ー タ が こ

こ に あ り ま す 。 「 あ な た の 都 道 府 県 の 農 村 地 域 で 最 も 問 題

な の は 何 で す か 」 と い う 質 問 へ の 回 答 で は 、 ① 少 子 高 齢 化

8 7 ％ 、 ② 耕 作 地 放 棄 の 増 加 7 9 ％ 、 ③ 鳥 獣 被 害 6 8 ％ 、 ④ 人 材

不 足 5 7 ％ 、⑤ マ ー ケ テ ィ ン グ 力 の 不 足 5 2 ％ 、⑥ 情 報 活 用 力

4 5 ％ 、 等 々 と な っ て い ま す 。  

ま さ に 、 「 歸 去 來 兮
か え り な ん い ざ

， 田 園 將
まさ

に 蕪
あ

れ な ん と す ， 胡
なんぞ

ぞ 歸 ら

ざ る 」 で す （ 陶 淵 明 「 歸 去 來 兮 辭 」 ） 。 団 塊 の 世 代 の Ｕ Ｉ

タ ー ン 人 気 ラ ン キ ン グ を 見 る と 、 東 北 地 方 で も 宮 城 県 、 岩

手 県 、 福 島 県 な ど は 非 常 に 高 い 位 置 に 付 け て い ま す （ 2 0 0

年 「 リ ク ル ー ト 社 調 査 報 告 書 」 ） 。 彼 ら を ど の よ う に 引 き

入 れ て 、 彼 ら が 人 生 で 培 っ た ビ ジ ネ ス の 手 法 を コ ミ ュ ニ テ

ィ 再 生 に 振 り 向 け ら れ る か 、 今 年 は チ ャ ン ス の 年 で す 。  

2 . 4  環 境 問 題  

こ の 冬 は あ ら ゆ る 気 象 デ ー タ を 書 き 換 え る 程 の 暖 冬 。 南

極 で も 吐 く 息 が 白 く な ら な い と い う 毛 利 衛 さ ん の 報 告 や 、

北 極 熊 が 薄 い 氷 に 這 い 上 が れ ず に 溺 れ て い る Ｔ Ｖ 映 像 な ど

が 地 球 温 暖 化 を い や が 上 に も 意 識 さ せ ま し た 。 ま た 、 列 島

各 地 を 襲 っ た 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ を 契 機 の パ ン デ ミ ッ ク 2 へ

の 恐 怖 、 カ エ ル ・ ツ ボ カ ビ 症 の 発 見 報 道 な ど 、 環 境 問 題 全

般 に つ い て 人 々 の 大 き な 関 心 を 集 め ま し た 。  

京 都 議 定 書 は 国 際 公 約 で あ っ て 、わ が 国 は 1 9 9 0 年 を 基 準

                                                 

2  P a n d e m i c （ ワ ー ル ド ワ イ ド な 流 行 病 、 過 去 に は ペ ス ト ・

コ レ ラ 、 最 近 で は A I D S が 該 当 す る と 言 わ れ て い る 。 ト ー

マ ス ・ マ ン 「 ヴ ェ ニ ス に 死 す 」 参 照 ）  
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年 と し て 温 室 効 果 ガ ス を 6 ％ 減 ら す こ と を 約 し て い ま す 。

と こ ろ が 2 0 0 5 年 現 在 、逆 に 8 . 1 ％ 増 加 さ せ て し ま い ま し た 。

国 際 公 約 と の 乖 離 は 1 4 ％ に も な り ま す 。 し か も 、 そ の 増 加

に 最 も 寄 与 し て い る の は 民 生 部 門 家 庭 系 で す 。  

過 日 開 か れ た 関 東 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス シ ン ポ ジ

ウ ム で も 、 最 も 多 く の 組 織 が こ の 分 野 に 参 入 し て お り ま し

た 。 そ の ア イ デ ア の 多 彩 さ と 奇 抜 さ は 、 目 を 見 張 る も の が

あ り ま し た 。  

3  お わ り に  

地 域 が 抱 え る 困 難 は ま だ ま だ 様 々 か つ 大 量 、 い な 無 数 で

す 。 冒 頭 に 述 べ た 開 業 事 業 所 の 産 業 大 分 類 別 で は 「 情 報 通

信 」 が 1 6 . 5 ％ （ 2 0 0 4 年 ） と 最 大 で す 。 こ れ は Ｉ Ｃ Ｔ プ ロ パ

ー の 事 業 で す が 、 そ れ 以 外 の 全 て の 部 門 で Ｉ Ｃ Ｔ の 基 盤 は

必 須 で す 。  

Ｉ Ｃ Ｔ に 関 わ る Ｎ Ｐ Ｏ や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の ソ ー シ ャ ル

キ ャ ピ タ ル 機 能 は 、 あ ら ゆ る ジ ャ ン ル 、 あ ら ゆ る 部 門 へ 参

画 で き る 強 み で す 。 そ れ ゆ え に 、 地 域 活 性 化 の 中 核 と し て

も 、 潤 滑 油 と し て も Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 や Ｉ Ｃ Ｔ 関 連 Ｎ Ｐ Ｏ は 益 々

期 待 さ れ る こ と で し ょ う 。 そ れ に 応 え る こ と が Ｉ Ｃ Ｔ の 進

歩 に も つ な が る の で す 。 東 北 地 域 I C T 支 援 N P O の 活 躍 が 期

待 さ れ る 所 以 で す 。  

執 筆 の 機 会 を 与 え ら れ た 東 北 総 合 通 信 局 と 本 誌 関 連 組 織

の み な さ ん に 謝 意 を 表 し ま す 。  

 


